
校長室だより「新生チーム千代田西部小」 笑顔と夢に溢れ地域と共に歩む学校 

～せんだん～ 令和２年４月１５日 No２9 校 長 實 松  清 之 

勢揃いします！「新生チーム千代田西部小」  

4月 10日（金）、新しい仲間が千代田西部小に
加わりました。新１年生 35名とその保護者の皆
様です。「笑顔と夢に溢れ地域と共に歩む」学校
創りを目指す私達に、心強い仲間が加わりとて
も嬉しく思いました。新型コロナの影響で、来
賓無し。ただ、5，6 年生が参加し、新１年生の
入学に花を添えることができました。 
では、新入生の成長と学校運営の想いを綴っ

た入学式での式辞を紹介します。 
 

【式辞】 
・学校は、とても楽しいところ。「スポーツ選手」
「ケーキ屋さん」「レスキュー隊員」…１年生の
みなさんも沢山夢があるでしょうね！そんな、
みなさんの夢を応援するところが学校ですよ。 

・その夢を叶えるために頑張ってほしいことは 

① いっぱい勉強し「新しい世界を知ろう」 

② みんな遊び「友達をいっぱいつくろう」 

③ 「自分の命は、自分で守ろう」 

・この３つの約束を守って、元気いっぱい、優
しさいっぱいの素敵な１年生になりましょう。 

・子どもの純粋な夢の実現を後押しするのは、
学校と保護者の皆様。ぜひ、パートナーに！ 

最後に、新１年生の皆さんと保護者の皆様に、
ある詩を紹介します。 

「もう 泣かない」 
 
喧嘩に負けても かけっこに負けても  
僕はもう泣かない 
だって 一年生に なったんだもの 
 
失敗しても 思い通りにならなくても 
私はもう泣かない 
だって 一年生に なったんだもの 
 
でも もし泣きたくなったら 
その時だけ お願い 
内緒で 「ギュッ」と 抱きしめてね！ 

・１年生の皆さん、この詩のように逞しく育っ
てください。保護者の皆様、広い視野、大きな
愛で見守り、励ましていただければ幸いです。 
・私たち職員は、「チーム千代田西部小」として
全力で努力します。より良い千代田西部小をみ
んなで創って参りましょう。 
 
 以上、素敵な 1 年になることを祈りながら！ 

 
大切にしたい、自主・自発の精神！ 
子ども達には無限の力がある！ 

これは誰もが異論のないことではないでし

ょうか。その力を引き出すためにいるのが、保

護者であり私達教師なのでしょう。自主・自発

の精神を育てたい！この想いは、今年度第１号

の学校だよりでも紹介しました。 

 さて、随分前のことですが、ソフトバンクホ

ークスが２軍の拠点とする船小屋に行った時

の出来事です。目的は、完成前の球場を見るこ

とと温泉に入り体と心を癒やすことでした。球

場見学を終わり、温泉に入って暫くすると、４

～５歳ぐらいの男の子とお父さんが風呂に入

って来られました。その会話は…。 

○「じゃあ、体洗おうか・・・。」 

  「うん、僕、自分で洗えるよ。」 

 「でも、きれいに洗えんやんね・・・。」 

○「髪を乾かそうかね・・・。」 

 「うん、僕、自分でやれるよ・・・。」 

 「ちゃんとできんやろう・・・。」 

お父さんもとても感じのいい方でしたが、で

きればまず自分でさせて欲しかったなあ～と。 

子どもは良い意味でやりたがり！自分で「でき

る」を沢山創りたいものですね。忙しいから、

うまくできそうにないからは大人の事情。大人

がゆとりを持って、子どもの挑戦（自主・自発）

に付き合うことが、子どもの人間性まで変えて

いくことに繋がるのではと感じた場面でした。 
ゆとりのある大人ってカッコイイ！ 

憧れます！ 
  

～ホット一息～ 
 

この春休みに、環境整備の一環で、教室に間
仕切りをする工事を行いました。遮音性が高
く、見た目も美しい完璧な仕事ぶりでした。し
かし、完璧な仕事ぶりは、それだけではありま
せんでした。黒板に、こう書き残されていまし
たのでした。 

 
「大工さんが工事をしました。 

しっかり勉強してね」と 
 
何と粋で愛情に溢れ、心温まる行為でしょう

か。素敵な計らいに、職員一同、感動を戴きま
した。新型 CORONA 騒動で揺れる中、本校
に「優しさのエナジー」を分け与えて戴いた業
者（大工）さんに心から感謝です。(*^o^*) 

 
 
 



 

 


